
【仮説１】
国語科において，個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させた授業づくりを
行い，児童の自己調整学習を保障していけば，自律的な学び手が育つであろう。
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【仮説２】
学びを促進させる環境づくりを行えば，児童は主体的に学び，自律的な学び手が育
つであろう。
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